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一
九
七
〇
年
代
韓
国
教
会
の
社
会
参
与
に
関
す
る
神
学
の
考
察

――
一
九
七
〇
年
代
前
半
、
日
韓
教
会
交
流
に
関
わ
っ
た
長
老
教
派
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　

日
韓
教
会
交
流（
関
係
）の
歴
史
研
究
（
第
二
回
）

高　
　

萬　

松

は
じ
め
に

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
と
ソ
ウ
ル
の
長
老
会
神
学
大
学
校
は
「
日
韓
関
係
一
〇
〇
年
（
一
九
一
〇
―
二
〇
一
〇
）
と
日
韓
キ
リ
ス
ト

教
会
の
交
流
」
に
関
す
る
日
韓
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い
る
）
1
（

。
本
論
文
は
そ
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
前
稿
で
は
一
九
四
五
年
か
ら

一
九
六
〇
年
代
ま
で
を
対
象
に
し
た
が
、
本
稿
で
は
一
九
七
〇
年
代
前
半
を
対
象
に
す
る
）
2
（

。

本
稿
の
目
的
は
韓
国
の
二
つ
の
長
老
教
団
﹇
一
五
〇
以
上
の
教
派
が
乱
立
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
「
長
老
教
団
」
と
は
大

韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
・
統
合
派
（
長
老
会
神
学
大
学
校
系
列
）
と
韓
国
基
督
教
長
老
会
（
韓
国
神
学
（
ハ
ン
シ
ン
）
大
学
校
系
列
）
を
意
味

す
る
﹈
の
神
学
的
特
徴
を
見
出
す
こ
と
に
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
に
韓
国
で
は
、「
民
衆
の
神
学
」
と
い
う
新
し
い
神
学
が
主
唱
さ
れ
て
、
そ
れ
を
受
容
す
る
か
し
な
い
か
は
、
教
会
の
社

会
参
与
（
参
加
）
の
形
態
に
大
き
な
違
い
を
も
た
ら
し
た
。
一
言
で
言
う
と
、
教
会
が
民
主
化
「
闘
争
」
を
進
め
る
か
、
民
族
福
音
化
「
運

動
」
を
展
開
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
分
け
ら
れ
る
。
韓
国
基
督
教
長
老
会
が
労
働
問
題
、
人
権
問
題
な
ど
の
回
復
の
た
め
に
政
府
と
闘
う
と
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137 1970年代韓国教会の社会参与に関する神学の考察

い
う
傾
向
が
強
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
関
心
事
は
リ
バ
イ
バ
ル
集
会
な
ど
を
展
開
し
て
教
会
の
量
的
成
長
を
図
る
と

い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
こ
の
両
長
老
教
団
の
社
会
参
与
の
仕
方
の
違
い
を
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
神
学
的
基
盤
を
解
明
す
る
こ
と
を
め

ざ
す
。
そ
こ
で
資
料
と
し
て
一
九
七
〇
年
代
に
発
表
さ
れ
た
諸
宣
言
文
を
用
い
た
。
宣
言
文
を
研
究
の
対
象
と
す
る
意
味
は
、
第
一
に
、
前

述
の
両
長
老
会
が
総
会
な
ど
の
会
議
を
通
し
て
採
択
し
た
公
式
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
採
択
さ
れ
る
ま
で
に
十
分
に
神
学
的
考
察

と
表
現
に
検
討
が
え
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
多
く
の
文
書
が
『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
）
3
（

』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
不
十
分
な
箇
所
も
見

ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
翻
訳
を
補
う
こ
と
に
し
よ
う
。

本
論
文
と
関
連
の
あ
る
先
行
研
究
と
し
て
、
韓
国
で
発
表
さ
れ
て
い
る
以
下
の
論
文
で
は
一
九
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
の
神
学
を
「
保

守
」
グ
ル
ー
プ
と
「
進
歩
﹇
リ
ベ
ラ
ル
﹈」
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
論
じ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
蔡
ス
イ
ル
「
一
九
七
〇
年
代
進

歩
教
会
社
会
参
与
の
神
学
的
基
盤
）
4
（

」、
柳
デ
ヨ
ン
「
一
九
八
〇
年
代
以
後
保
守
教
会
社
会
参
与
の
神
学
的
基
盤
）
5
（

」、
そ
し
て
李
サ
ン
ギ
ュ
「
韓

国
教
会
の
民
主
化
運
動
と
統
一
運
動
）
6
（

」
と
題
す
る
論
文
が
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
持
つ
。
こ
こ
で
進
歩
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
基
督
教
長
老

会
で
あ
り
、
保
守
は
イ
エ
ス
教
長
老
会
と
い
え
る
が
、
こ
こ
で
図
式
的
に
分
類
す
る
こ
と
に
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
日
韓
教
会
交
流
に

お
け
る
「
宣
教
協
約
」
は
、
韓
国
の
保
守
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
リ
ベ
ラ
ル
・
グ
ル
ー
プ
と
分
類
し
て
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
と
日
本
の
教
会
と

が
締
結
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
と
韓
国
基
督
教
長
老
会
と
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は

諸
宣
言
文
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
二
つ
の
教
団
の
神
学
的
特
徴
を
究
明
し
た
い
。

日
本
に
お
け
る
研
究
と
し
て
は
最
近
、
富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
の
『
紀
要
』（
二
〇
一
一
年
三
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
二
編
の
論

考
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
東
海
林
勤
「
一
九
七
三
年
韓
国
キ
リ
ス
ト
者
宣
言
」
と
題
す
る
論
考
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
李
相
勁
「
戦
後
日

韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
研
究
――
一
九
七
〇
年
代
の
韓
国
民
主
化
運
動
を
中
心
と
し
て
」
と
い
う
論
考
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
既
に

『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所 N

E
W

SLE
T

T
E

R

』（
二
一
巻
三
号
、
二
〇
一
一
年
）
で
考
察
し
た
の
で
、
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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1　

韓
国
基
督
教
長
老
会
の
宣
言
文

一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
韓
国
基
督
教
長
老
会
か
ら
発
表
さ
れ
た
幾
つ
か
の
宣
言
文
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
四
つ
が
韓
国
基

督
教
長
老
会
の
「
四
大
文
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
7
（

。
そ
れ
ら
は
、「
教
育
指
針
書
」（
一
九
七
〇
年
）、「
社
会
宣
言
指
針
」（
一
九
七
一
年
）、

「
信
仰
告
白
宣
言
書
」（
一
九
七
二
年
、
以
下
「
宣
言
書
」
と
略
す
）、「
宣
教
政
策
」（
一
九
七
三
年
）
で
あ
る
。
本
稿
で
宣
言
文
の
比
較
対

象
と
す
る
の
は
「
社
会
宣
言
指
針
」
で
あ
る
。
基
督
教
長
老
会
は
イ
エ
ス
教
長
老
会
か
ら
分
裂
し
て
一
九
五
三
年
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
こ
で

「
社
会
宣
言
指
針
」
を
対
象
と
し
た
理
由
は
、
基
督
教
長
老
会
に
お
け
る
社
会
へ
の
関
心
が
そ
こ
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

は
一
九
六
五
年
か
ら
六
年
間
の
調
査
・
研
究
の
成
果
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
一
九
七
三
年
韓
国
キ
リ
ス
ト
者
宣
言
」（
一
九
七
三
年

五
月
発
表
）、「
韓
国
キ
リ
ス
ト
者
の
神
学
的
声
明
」（
一
九
七
四
年
一
一
月
）
も
見
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
は
既
に
前
述
『
聖
学
院
大
学
総

合
研
究
所 N

E
W

SLE
T

T
E

R

』
で
考
察
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

（
1
）「
社
会
宣
言
指
針
」

こ
れ
は
一
九
七
一
年
九
月
の
韓
国
基
督
教
長
老
会
第
五
六
回
総
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
8
（

。
韓
国
基
督
教
長
老
会
は
一
九
七
〇
年

代
に
入
っ
て
そ
の
教
団
の
在
り
方
に
関
す
る
幾
つ
か
の
文
書
を
作
成
・
発
表
し
た
が
、
そ
の
中
で
「
社
会
宣
言
指
針
」
は
『
韓
国
基
督
教

一
〇
〇
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
韓
国
で
「
公
式
的
に
採
択
さ
れ
た
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
的
社
会
倫
理
方
針
）
9
（

」
と
な
る
。
以
下
、
そ
れ
を
三
つ
の

要
点
に
絞
っ
て
見
た
い
。
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139 1970年代韓国教会の社会参与に関する神学の考察

第
一
は
「
時
代
史
的
意
義
」
で
あ
る
。
教
会
が
直
面
し
て
い
る
社
会
的
・
政
治
的
な
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
教
会
の
「
預
言
者
的
使

命
」
と
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
）
10
（

。

第
二
は
社
会
宣
言
の
必
要
性
で
あ
る
。「
民
衆
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
教
会
の
社
会
宣
言
は
「
民
衆
の
た
め
の
も
の

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
民
衆
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
会
は
た
だ
そ
の
た
め
の
神
の
手
段
」
だ
と
宣
言
し
て
い
る
）
11
（

。

第
三
は
「
社
会
宣
言
指
針
」
に
自
ら
「
改
革
派
神
学
」
に
立
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
）
12
（

。
そ
こ
で
教
会
は
次
の
よ
う
に
定

義
さ
れ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
の
体
な
る
教
会
は
、
創
造
主
に
し
て
審
判
者
で
あ
り
、
救
贖
者
で
あ
り
た
も
う
神
の
意
志
と
、
神
の
宣
教
に
参
与
す

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
神
に
栄
光
を
帰
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
こ
の
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
出

来
事
の
た
だ
中
で
語
ら
れ
、
行
動
さ
れ
る
神
の
み
こ
こ
ろ
を
正
し
く
知
り
、
時
代
に
お
い
て
使
徒
的
役
割
を
果
た
す
）
13
（

。

そ
し
て
神
の
宣
教
の
た
め
に
、
教
会
が
な
す
べ
き
行
動
を
以
下
の
よ
う
に
提
示
し
、
そ
れ
が
教
会
に
お
け
る
「
預
言
者
的
な
発
言
」
だ
と
見

て
い
る
。教

会
は
こ
の
世
の
圧
迫
、
困
窮
、
苦
難
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
自
由
な
る
解
放
の
意
味
を
明
ら
か
に
す

る
。
貧
し
い
も
の
た
ち
に
喜
び
の
お
と
ず
れ
を
、
囚
わ
れ
て
い
る
者
た
ち
に
解
放
を
、
盲
い
て
い
る
者
た
ち
に
目
を
開
か
せ
る

こ
と
を
、
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
者
た
ち
に
自
由
を
得
さ
せ
る
こ
と
を
（
ル
カ
四
・
一
八
、
韓
国
語
よ
り
）、
す
な
わ
ち
、
暴

政
の
中
に
安
逸
を
む
さ
ぼ
っ
て
い
る
非
民
主
的
勢
力
に
抗
議
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
人
間
と
し
て
の
権
利
を
回
復
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
信
仰
共
同
体
は
拡
が
っ
て
行
く
）
14
（

。
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こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、「
教
会
が
直
面
し
て
い
る
社
会
的
・
政
治
的
な
変
化
に
対
応
す
る
」
こ
と
が
教
会
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
こ

と
と
「
神
の
宣
教
」
に
参
与
す
る
と
い
う
立
場
が
明
確
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）「
宣
言
書
」

こ
の
「
宣
言
書
」
は
一
九
七
四
年
九
月
二
七
日
に
開
か
れ
た
韓
国
基
督
教
長
老
会
第
五
九
回
総
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
15
（

。
こ
れ
は

『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』
に
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
時
期
の
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
宣
言
文
と
比
較
す
る
た
め
に
、
参
照
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
B
5
サ
イ
ズ
三
頁
の
分
量
で
四
つ
の
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
は
、
当
時
大
統
領
緊
急
措
置
違
反
で
拘
束
さ
れ
て
い
る
同

労
者
た
ち
を
弁
護
し
、
彼
ら
の
釈
放
を
要
求
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
国
民
の
基
本
権
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
な
政
治
的
措
置
を
要
求
す
る
。

そ
し
て
そ
の
基
本
的
自
由
権
が
侵
害
さ
れ
る
時
の
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
行
動
指
針
が
「
我
々
の
総
会
は
、
我
が
国
の
い
か
な
る
政
治
団
体

や
権
力
機
構
が
我
が
民
族
の
基
本
的
自
由
権
を
侵
害
し
蹂
躙
し
抑
圧
す
る
時
に
は
、
こ
れ
を
断
乎
拒
否
し
、
歴
史
の
主
の
審
判
が
あ
る
こ
と

を
信
じ
、
自
由
と
正
義
の
実
現
の
た
め
に
献
身
す
る
こ
と
を
誓
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
16
（

。
第
三
章
は
対
外
関
係
に
つ
い
て
の
見
解
で
あ
る

が
、
次
の
よ
う
な
日
本
と
の
関
係
に
関
す
る
言
及
は
注
目
に
値
す
る
﹇
以
下
の
「
宣
言
書
」
三
の
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
﹈。

こ
の
「
宣
言
書
」
の
根
幹
は
、
何
よ
り
も
「
社
会
宣
言
指
針
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
﹇
以
下
の
「
宣
言
書
」
の
結
論
の

二
﹈
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
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141 1970年代韓国教会の社会参与に関する神学の考察

「
宣
言
書
」（
五
九
回
）
17
（

）

本
長
老
会
第
五
九
回
総
会
は
教
会
の
頭
で
あ
る
我
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
名
に
よ
っ
て
今
日
の
韓
国
教
会
と
し
て
関

心
を
持
つ
国
内
外
問
題
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
我
々
の
立
場
と
見
解
を
宣
言
す
る
。

一

（
1
） 

我
々
の
教
会
は
、
拘
束
さ
れ
た
同
僚
の
聖
職
者
た
ち
と
信
者
た
ち
の
行
為
は
、
彼
ら
の
愛
国
的
奉
仕
を
な
す
た
め
に
信

仰
と
良
心
か
ら
の
正
当
で
自
由
な
表
現
で
あ
る
と
知
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
獄
中
で
キ
リ
ス
ト
の
苦
難
に
与
っ
て
い
る
こ
と
と
信

じ
て
い
る
。
故
に
神
が
彼
ら
に
喜
び
を
与
え
、
慰
め
と
知
恵
と
勇
気
と
信
仰
と
を
彼
ら
の
上
に
加
え
る
こ
と
を
主
の
名
に
よ
っ

て
祈
る
次
第
で
あ
る
。

（
2
） 

我
々
の
教
会
は
、
民
主
主
義
国
家
の
国
民
と
し
て
基
本
的
に
保
障
を
受
け
る
べ
き
政
治
的
見
解
の
表
現
を
理
由
に
し
て

人
々
を
逮
捕
・
拘
束
す
る
こ
と
が
、
神
の
形
に
造
ら
れ
た
人
間
の
基
本
的
人
権
を
蹂
躙
す
る
行
為
と
見
な
す
。
そ
の
た
め
、

我
々
は
こ
れ
を
直
ち
に
中
止
す
る
こ
と
を
当
局
者
に
要
請
す
る
。

（
3
） 

我
々
は
大
統
領
緊
急
措
置
違
反
事
件
で
拘
束
さ
れ
て
い
る
宗
教
者
（
牧
師
・
神
父
・
伝
道
師
・
基
督
学
生
運
動
者
）、
学

生
、
そ
の
他
の
人
々
た
ち
が
、
そ
の
措
置
が
既
に
解
除
さ
れ
た
﹇
に
も
か
か
わ
ら
ず
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
抗
議
し
﹈、
即

時
釈
放
す
る
こ
と
を
当
局
者
た
ち
に
要
求
す
る
。

二

（
1
） 

我
々
の
総
会
は
、﹇
政
府
が
﹈
大
韓
民
国
の
基
礎
で
あ
る
真
正
の
自
由
民
主
主
義
政
治
体
制
に
即
時
復
帰
し
、
三
権
分

立
、
国
民
の
基
本
権
の
確
立
の
た
め
の
政
治
的
措
置
を
取
る
よ
う
強
く
要
求
す
る
。

（
2
） 

我
々
の
総
会
は
、
現
政
権
が
K
C
I
A
を
派
遣
し
監
示
す
る
政
治
を
止
揚
し
、
言
論
の
自
由
、
学
問
の
自
由
、
教
会
宣

ky5223_70年韓国教会cB偶.indd   141 12.8.17   5:08:35 PM



142

教
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
、
そ
し
て
国
民
の
自
発
的
・
愛
国
的
奉
仕
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
要
望
す
る
。

（
3
） 

我
々
の
総
会
は
、
我
が
国
の
い
か
な
る
政
治
団
体
や
権
力
機
構
が
我
が
民
族
の
基
本
的
自
由
権
を
侵
害
し
蹂
躙
し
抑
圧

す
る
時
に
は
、
こ
れ
を
断
乎
拒
否
す
る
。
我
々
は
歴
史
の
主
の
審
判
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
自
由
と
正
義
の
実
現
の
た
め
に
献

身
す
る
こ
と
を
誓
う
。

三

（
1
） 

我
が
総
会
は
、
今
日
、
我
が
国
が
国
際
的
に
孤
立
し
て
い
る
事
実
と
、
同
時
に
北
朝
鮮
の
国
際
的
な
進
出
が
顕
著
に
拡

大
し
て
い
る
事
実
に
対
し
て
深
刻
な
憂
慮
を
表
明
す
る
。
我
が
国
の
国
家
安
保
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
に
も
今
日
の
国
際
情
勢

の
現
実
に
お
い
て
も
友
好
国
と
の
緊
密
な
優
遇
関
係
が
絶
対
的
に
要
請
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
府
は
友
好
国
政
府
と
国
民
の

尊
敬
と
信
頼
を
回
復
で
き
る
よ
う
に
道
徳
的
・
政
治
的
姿
勢
を
備
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
2
） 

我
が
教
会
は
、
大
韓
民
国
の
建
国
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
国
家
安
保
と
経
済
再
建
に
緊
密
な
関
係
に
あ
る
米
国
政
府
に
、

韓
国
国
民
の
政
治
的
自
由
と
ア
ジ
ア
の
平
和
の
た
め
の
支
援
と
協
力
を
要
請
す
る
。

（
3
） 

我
が
総
会
は
、
韓
日
間
の
友
好
善
隣
の
関
係
を
原
則
的
に
歓
迎
し
、
こ
れ
が
信
頼
と
尊
敬
に
基
づ
い
た
相
互
に
平
等
な

地
位
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。
故
に
日
本
は
経
済
協
力
に
お
い
て
陰
で
経
済
収
奪
し
よ
う
と
す
る
非
人
道
的
行
為
を
止
揚

し
、
我
が
政
府
は
国
民
の
労
働
力
が
不
当
に
収
奪
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
公
害
産
業
が
流
入
し
な
い
よ
う
に
警
戒
し
、
国
民
の
利

益
を
保
証
す
る
こ
と
を
願
う
。

（
…
…
中
略
…
…
）

結
論

（
1
） 

我
が
総
会
は
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
見
解
と
要
望
が
神
の
言
葉
の
真
理
に
基
づ
い
た
預
言
者
的
使
命
を
尽
く
す
も
の
と
見

な
す
。
こ
れ
は
﹇
韓
国
基
督
教
長
老
会
﹈
総
会
の
社
会
宣
言
指
針
に
よ
る
教
団
全
体
か
ら
の
宣
言
で
あ
る
。
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（
2
） 

我
々
は
上
に
表
明
し
て
い
る
我
が
総
会
の
す
べ
て
の
見
解
と
要
望
を
実
現
す
る
た
め
に
、
我
が
総
会
傘
下
の
す
べ
て
の

教
職
者
た
ち
と
二
〇
万
信
徒
、
そ
し
て
我
ら
と
同
じ
志
を
持
つ
国
内
の
す
べ
て
の
兄
弟
た
ち
と
共
同
提
携
す
る
こ
と
を
誓
う
。

　
　
　

一
九
七
四
年
九
月
二
七
日

韓
国
基
督
教
長
老
会
第
五
九
回
総
会

（
3
）「
韓
国
キ
リ
ス
ト
者
の
神
学
的
声
明
」

こ
れ
が
発
表
さ
れ
た
背
景
に
は
、
一
九
七
四
年
一
一
月
一
八
日
に
、
国
務
総
理
（
金
鍾
泌
）
が
聖
書
を
誤
用
し
て
政
教
分
離
に
関
し
て

誤
っ
た
発
言
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
最
近
、
国
務
総
理
が
聖
書
を
自
分
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
引
用
し
つ
つ
現
政
府
を
神
の
権
力
の
代
行

者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
絶
対
化
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
政
策
を
批
判
す
る
宣
教
行
為
を
審
判
の
対
象
だ
と
極
言
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
外
国

人
宣
教
師
、
な
ら
び
に
信
徒
た
ち
が
宣
教
に
参
与
す
る
こ
と
を
糾
弾
す
る
重
大
な
発
言
を
し
た
。
こ
れ
は
国
家
が
キ
リ
ス
ト
教
会
の
宣
教
活

動
を
批
判
し
真
正
面
か
ら
挑
戦
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
18
（

。
こ
の
宣
言
は
神
学
者
た
ち
の
見
解
表
明
で
あ
る
。
六
六
人
の
牧

師
・
神
学
者
た
ち
が
連
署
し
て
い
る
中
で
、
二
〇
人
以
上
が
韓
国
基
督
教
長
老
会
並
び
に
韓
国
神
学
大
学
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
19
（

。
長

老
会
神
学
大
学
教
授
も
四
人
名
前
を
連
ね
て
い
る
が
、
主
導
は
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
牧
師
・
神
学
者
た
ち
で
あ
っ
た
）
20
（

。

以
下
の
箇
所
は
『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』
に
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
、
こ
こ
で
訳
出
し
よ
う
。
こ
こ
か

ら
そ
の
宣
言
の
神
学
的
基
盤
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
）
21
（

。

我
々
は
キ
リ
ス
ト
を
世
界
史
の
救
い
主
と
信
じ
る
世
界
的
﹇
宗
教
で
あ
る
﹈
キ
リ
ス
ト
教
の
﹇
信
徒
の
﹈
一
員
で
あ
る
。
そ
れ

と
同
時
に
韓
国
国
民
と
し
て
こ
の
国
に
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
伝
え
、
正
義
を
立
て
神
の
秩
序
を
樹
立
す
る
こ
と
を
使
命
と
知
っ
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て
い
る
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
神
学
徒
﹇
者
﹈
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
制
度
的
教
会
に
来
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
こ
の
世

界
、
こ
の
歴
史
の
中
心
に
来
ら
れ
た
。
こ
の
事
実
は
神
の
救
い
の
歴
史
が
人
間
の
す
べ
て
を
包
括
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
我
々
は
神
の
宣
教

0

0

0

0

と
呼
び
、
そ
れ
に
参
与
す
る
こ
と
を
宣
教
の
使
命
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
我
々
の
関
心
は
政
権
が

誰
の
手
に
あ
る
か
で
は
な
く
、
そ
の
制
度
と
政
策
に
あ
る
）
22
（

。

と
冒
頭
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
宣
言
の
神
学
的
基
盤
は
「
神
の
宣
教

0

0

0

0

と
呼
び
、
そ
れ
に
参
与
す
る
こ
と
を
宣
教
の
使
命
と
し
て
い
る
」

と
い
う
言
葉
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
絶
対
化
さ
れ
た
権
力
が
人
間
の
権
利
を
蹂
躙
す
る
時
、
キ
リ
ス
ト
教
会
は
そ
れ
に
対
す
る
闘
争

を
敢
行
で
き
る
）
23
（

」
と
は
、
教
会
に
お
け
る
政
治
参
与
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
基
督
教
長
老
会
が
一
九
七
〇
年
代
に
発
表
し
た
三
つ
の
宣
言
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
W
C
C
の
神
学
的
特
徴
で
あ
る
「
神
の
宣

教
」
の
影
響
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

2　

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
宣
言

他
方
で
、
基
督
教
長
老
会
の
宣
言
文
と
比
較
す
べ
き
イ
エ
ス
教
長
老
会
か
ら
の
宣
言
は
、「
韓
国
教
会
宣
言
文
」（
一
九
七
二
年
九
月
）
と

「
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
時
局
宣
言
文
」（
一
九
七
四
年
九
月
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
同
時
期
の
韓
国
に
お
け
る
主
要
な
教
派
で
あ

る
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
宣
言
文
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
に
は
ま
っ
た
く
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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（
1
）「
韓
国
教
会
宣
言
文
」

「
韓
国
教
会
宣
言
文
」
は
一
九
七
二
年
九
月
に
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
で
採
択
さ
れ
た
）
24
（

。
こ
の
宣
言
文
は
『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料

集
』
に
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

こ
の
宣
言
は
前
半
部
の
三
項
目
と
、
後
半
部
の
四
つ
の
告
白
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
前
半
部
だ
け
見
よ
う
。
そ
こ
で
は
教
会
が
置
か

れ
て
い
る
社
会
の
潮
流
は
何
か
、
国
家
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
、
そ
し
て
教
会
が
な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
宣

言
文
は
「
社
会
の
風
潮
」
と
し
て
当
時
の
人
々
が
抱
い
て
い
た
不
安
の
根
底
に
、「
新
興
宗
教
の
発
生
、
国
民
の
生
活
に
お
け
る
現
実
逃
避

の
現
象
、
価
値
観
の
空
白
状
態
と
退
廃
風
潮
の
蔓
延
）
25
（

」
が
あ
る
と
見
て
い
る
。
そ
の
不
安
意
識
の
根
底
に
は
、
国
土
の
南
北
分
断
が
あ
る
。

し
か
も
一
九
五
〇
年
の
「
北
か
ら
の
共
産
政
権
の
南
侵
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
非
常
事
態
の
宣
布
と
い
う
政
治
的
要
因
も
あ
る
）
26
（

。

こ
の
宣
言
の
特
徴
は
「
国
家
」
と
「
民
族
」
の
強
調
に
あ
る
。
国
家
を
守
る
と
い
う
精
神
が
根
ざ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
政
府
と
闘
う
と
い

う
姿
勢
の
強
い
前
述
の
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
宣
言
文
と
は
対
照
的
で
あ
ろ
う
。「
韓
国
教
会
宣
言
文
」
の
起
草
者
た
ち
に
と
っ
て
「
国
家

安
保
」
は
民
族
生
存
の
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
安
保
は
「
あ
る
個
人
や
一
つ
の
集
団
の
責
任
で
は
な
く
、
民
族
生
存
の

問
題
で
あ
る
安
保
の
た
め
の
国
民
総
和
は
愛
国
市
民
の
民
族
的
自
覚
と
自
発
的
協
力
に
よ
っ
て
そ
の
実
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
27
（

」
と
宣

言
は
言
う
。「
国
家
安
保
」
と
同
様
に
強
調
さ
れ
る
の
が
「
南
北
統
一
」
で
あ
る
。
そ
の
宣
言
で
は
南
北
統
一
を
促
進
す
る
こ
と
が
教
会
の

使
命
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
今
日
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
尊
い
遺
産
を
再
び
生
か
す
べ
き
重
大
な
使
命

を
痛
感
す
る
。
教
会
が
忘
却
し
て
い
る
伝
統
的
な
愛
国
精
神
を
思
い
出
さ
せ
自
主
的
民
族
運
動
を
起
こ
さ
せ
南
北
統
一
の
偉
業
を
促
進
す
べ

き
歴
史
的
使
命
が
教
会
に
与
え
ら
れ
て
い
る
）
28
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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「
韓
国
教
会
宣
言
文
）
29
（

」

一
． 
韓
国
民
族
の
意
識
構
造
の
底
辺
に
流
れ
て
い
る
不
安
の
現
象
は
、
新
興
宗
教
の
発
生
、
国
民
の
生
活
に
お
け
る
現
実
逃
避

の
現
象
、
価
値
観
の
空
白
状
態
と
自
己
放
棄
な
ど
、
退
廃
風
潮
な
ど
を
起
こ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
不
安
意
識
は
、

国
内
的
に
は
国
土
の
分
断
と
﹇
一
九
五
〇
年
に
﹈
北
朝
鮮
か
ら
の
侵
略
が
あ
り
、﹇
一
九
六
〇
年
の
﹈
四
・
一
九
﹇
学
生

運
動
﹈
と
﹇
一
九
六
一
年
の
﹈
五
・
一
六
な
ど
の
政
治
的
変
革
、
社
会
構
造
の
両
極
化
現
象
、
国
民
の
中
で
蔓
延
し
て
い

る
不
信
と
不
安
、
不
正
腐
敗
な
ど
の
風
潮
、
そ
し
て
非
常
状
態
な
ど
の
歴
史
的
要
因
か
ら
刺
激
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
中
共
の
国
連
加
入
と
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
中
共
訪
問
な
ど
、
一
連
の
国
際
情
勢
の
急
変
か
ら
も
そ
の
原
因
を
探
る
こ

と
が
で
き
る
。

二
． 

韓
国
が
直
面
し
て
い
る
今
日
の
国
家
的
課
題
は
、
七
・
四
南
北
共
同
声
明
と
八
・
三
非
常
警
戒
措
置
が
発
表
さ
れ
る
こ
と

に
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、﹇
離
散
﹈
家
族
再
会
の
た
め
の
南
北
赤
十
字
本
会
談
が
進
行
中
で
あ
る
。
急
変
す
る
国
際
情

勢
に
対
応
し
て
自
主
・
自
立
の
国
力
を
培
う
た
め
の
強
力
な
行
政
力
を
動
か
し
て
国
民
総
和
を
模
索
す
る
政
府
は
、
全
国

的
に
展
開
し
て
い
る
セ
マ
ウ
ル
運
動
を
主
に
し
て
社
会
各
分
野
に
対
す
る
果
敢
な
非
常
措
置
を
断
行
し
て
い
る
。
し
か
し

国
家
の
安
保
は
個
人
や
一
つ
の
集
団
の
責
任
で
あ
る
以
前
に
、
民
族
生
存
の
問
題
で
あ
る
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
安
保

の
た
め
の
国
民
総
和
は
愛
国
市
民
の
民
族
的
自
覚
と
自
発
的
協
力
に
よ
っ
て
そ
の
実
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
． 

キ
リ
ス
ト
教
二
千
年
間
に
社
会
、
文
化
、
政
治
の
各
分
野
に
お
い
て
様
々
な
挑
戦
を
受
け
な
が
ら
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
を
歴

史
創
造
の
契
機
と
し
て
き
た
教
会
は
、
今
日
も
こ
の
時
代
的
挑
戦
の
前
に
責
任
の
あ
る
応
答
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
地
に
福
音
が
始
ま
っ
て
以
来
、
民
族
の
底
辺
に
流
れ
て
い
た
民
主
﹇
主
義
﹈
の
基
盤
が
弱
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
直

視
し
て
い
る
今
日
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
尊
い
遺
産
を
再
び
生
か
す
べ
き
重
大
な
使
命
を
痛
感
す
る
。
教
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会
が
忘
却
し
て
い
る
伝
統
的
な
愛
国
愛
族
精
神
を
思
い
出
さ
せ
自
主
的
民
族
運
動
を
起
こ
さ
せ
南
北
統
一
の
偉
業
を
促
進

す
べ
き
歴
史
的
使
命
が
教
会
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
民
族
的
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
創
意
的
で
生
産
的
な
民
主

言
論
の
復
活
が
切
実
に
要
請
さ
れ
る
。

「
信
仰
告
白
」

復
活
な
さ
っ
た
キ
リ
ス
ト
の
体
で
あ
る
生
け
る
教
会
に
な
る
た
め
に
、
韓
国
教
会
自
ら
の
更
新
を
促
す
今
日
の
こ
の
地
の
キ

リ
ス
ト
者
た
ち
は
以
下
の
よ
う
な
告
白
を
神
の
栄
光
の
た
め
に
彼
に
さ
さ
げ
る
。

一
． 「
韓
国
教
会
は
真
理
の
王
で
あ
る
『
キ
リ
ス
ト
が
私
た
ち
に
自
由
を
得
さ
せ
る
た
め
に
自
由
を
与
え
た
。
だ
か
ら
堅
く

立
っ
て
二
度
と
奴
隷
の
く
び
き
に
つ
な
が
れ
て
は
な
ら
な
い
』」（
ガ
ラ
テ
ヤ
五
・
一
﹇
韓
国
語
か
ら
直
訳
﹈）
と
告
白
す

る
。

二
． 

韓
国
教
会
は
、
社
会
正
義
の
実
現
が
、「
最
も
小
さ
い
者
の
一
人
に
し
た
の
は
、
わ
た
し
に
し
て
く
れ
た
こ
と
な
の
で
あ

る
」（
マ
タ
イ
二
五
・
四
〇
）
と
命
じ
た
キ
リ
ス
ト
の
御
旨
に
従
う
こ
と
で
あ
る
と
告
白
す
る
。

三
． 

韓
国
教
会
は
「
神
は
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
世
を
ご
自
分
に
和
解
さ
せ
、
和
解
の
福
音
を
わ
た
し
た
ち
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
」

（
Ⅱ
コ
リ
ン
ト
五
・
一
九
）
こ
と
を
悟
り
、
全
世
界
の
中
で
こ
の
和
解
を
証
す
べ
き
平
和
の
使
徒
と
な
る
こ
と
を
告
白
す

る
。

四
． 

韓
国
教
会
は
「
わ
た
し
た
ち
が
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
、彼
ら
も
一
つ
に
な
る
た
め
で
す
」（
ヨ
ハ
ネ
一
七
・
一
一
）
と
祈
っ

た
キ
リ
ス
ト
は
、
今
日
も
分
裂
し
た
こ
の
地
の
教
会
た
ち
の
一
致
の
た
め
に
絶
え
間
な
く
祈
る
こ
と
を
告
白
す
る
。

 

　

一
九
七
二
年
九
月
二
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
第
五
七
回
総
会
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（
2
）「
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
時
局
宣
言
文
」（
一
九
七
四
年
九
月
三
〇
日
）

次
に
挙
げ
る
の
が
「
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
時
局
宣
言
文
」
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
の
目
的
は
「
宣
教
九
〇
周
年
を
迎
え
て
成
長
し
た
こ
の
大

韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
」
と
冒
頭
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
民
族
の
歴
史
を
担
う
教
会
と
し
て
の
主
張
が
強
い
。
ま
た
そ
の
教
派
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
次
の
よ
う
な
召
命
感
を
引
き
起
こ
す
。「
歴
史
の
統
治
者
で
い
ま
す
神
が
、
今
日
、
こ
の
民
族
の
新
し
い
歴
史
の
創
造
の

た
め
、
わ
が
教
会
に
与
え
た
そ
の
聖
な
る
歴
史
的
課
業
﹇
任
務
﹈
を
認
識
す
る
）
30
（

」
と
い
う
召
命
感
で
あ
る
。
三
頁
分
の
そ
の
宣
言
は
、「
民

族
歴
史
の
過
去
と
教
会
の
寄
与
」、「
民
族
歴
史
の
現
実
と
教
会
の
使
命
」、
そ
し
て
「
民
族
歴
史
の
未
来
と
教
会
の
姿
勢
」
と
い
う
項
目
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
題
は
民
族
歴
史
を
背
負
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
歴
史
に
参
与
す
る
と
い
う
自
覚
も
表
し
て
い
る
。

ま
ず
、
過
去
に
つ
い
て
は
、
民
族
の
精
神
開
化
、
教
育
事
業
、
民
族
の
独
立
運
動
へ
の
参
加
な
ど
を
挙
げ
て
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
が

「
民
族
歴
史
に
参
与
）
31
（

」
す
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
「
民
族
歴
史
の
現
実
と
教
会
の
使
命
」
と
い
う
章
で

は
、
次
の
よ
う
に
「
共
産
主
義
を
凌
駕
す
る
﹇
に
打
ち
勝
つ
﹈
体
制
の
確
立
」
に
教
会
の
使
命
が
あ
る
と
見
て
い
る
。「
民
族
の
課
業
﹇
課

題
﹈
は
、
軍
事
、
経
済
、
精
神
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
の
共
産
主
義
に
打
ち
勝
つ
体
制
の
確
立
か
ら
可
能
な
の
で
あ
り
、
わ
が
教
会
は
そ
の

中
で
霊
的
﹇
思
想
的
・
精
神
的
﹈
分
野
で
国
家
に
貢
献
す
る
義
務
と
権
利
を
持
っ
て
い
る
）
32
（

」。

こ
の
宣
言
文
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
福
音
宣
教
に
よ
る
「
民
族
福
音
化
」
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
わ
が
全
教
会
が
キ
リ
ス
ト
の

御
名
に
よ
っ
て
団
結
し
、
教
会
本
来
の
姿
と
体
制
を
も
っ
て
進
ん
で
民
族
福
音
化
に
邁
進
し
、
福
音
に
よ
り
こ
の
同
胞
の
未
来
の
た
め
精
神

的
使
命
を
果
た
す
こ
と
を
誓
う
）
33
（

」。

ky5223_70年韓国教会cB偶.indd   148 12.8.17   5:08:40 PM



149 1970年代韓国教会の社会参与に関する神学の考察

3　

両
長
老
教
団
の
宣
言
の
比
較

一
九
七
〇
年
代
前
半
、
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
宣
言
文
に
は
「
神
の
宣
教
」（M

issio D
ei

）、「
社
会
参
与
」、「
民
衆
」
と
い
う
言
葉
が

目
立
っ
て
い
る
。
反
面
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
か
ら
の
も
の
に
は
「
民
族
福
音
化
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
中
心
に
考

察
し
よ
う
。

（
1
）
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
宣
言
の
特
徴

韓
国
基
督
教
長
老
会
お
よ
び
そ
の
教
派
神
学
校
・
韓
国
神
学
大
学
が
「
神
の
宣
教
」
論
を
積
極
的
に
受
容
し
、
そ
れ
を
「
民
衆
神
学
」
と

い
う
新
し
い
神
学
に
取
り
入
れ
た
こ
と
は
大
き
な
神
学
的
特
徴
で
あ
る
。

①
「
神
の
宣
教
」（M
issio D

ei

）
と
韓
国
基
督
教
長
老
会

一
九
五
二
年
に
国
際
宣
教
協
議
会
（IM

C
: International M

issionary C
ouncil

）
の
ウ
ィ
リ
ン
ゲ
ン
（W

illingen

）
大
会
が
開
か
れ

た
）
34
（

。「
ミ
シ
オ
・
デ
イ
」（M

issio D
ei

）
は
、
カ
ー
ル
・
ハ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（K

arl H
artenstein, 1894

―1952

）
が
そ
の
大
会
の
成

果
を
神
学
的
に
要
約
し
た
書
で
初
め
て
用
い
た
言
葉
で
あ
る
）
35
（

。
伝
統
的
な
宣
教
の
概
念
が
異
教
徒
の
改
宗
に
よ
る
教
会
の
拡
張
と
理
解
さ
れ

た
と
す
れ
ば
、
ボ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
上
記
の
宣
教
大
会
で
は
宣
教
が
「
神
の
本
性
（the very nature of G

od

）
か
ら
由
来
す
る
」
こ
と
と
理

解
さ
れ
た
）
36
（

。
ウ
ィ
リ
ン
ゲ
ン
大
会
以
降
、
ミ
シ
オ
・
デ
イ
と
し
て
の
宣
教
概
念
は
世
界
の
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
）
37
（

。
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韓
国
で
「
ミ
シ
オ
・
デ
イ
」
は
、
一
九
六
九
年
一
月
二
七
日
に
韓
国
基
督
教
連
合
会
﹇
韓
国
基
督
教
教
会
協
議
会
（
N
C
C
K
）
の
前

身
﹈
主
催
の
「
第
二
回
全
国
教
会
指
導
者
協
議
会
」
で
初
め
て
議
論
さ
れ
た
。「
今
日
の
韓
国
に
お
け
る
神
の
宣
教
」
と
い
う
主
題
で
開
か

れ
た
そ
の
協
議
会
は
「
近
代
化
に
伴
う
状
況
の
変
化
と
宣
教
の
対
象
の
変
化
に
よ
っ
て
教
会
の
構
造
も
変
わ
る
必
要
が
あ
り
、
教
会
も
﹇
新

し
い
﹈
理
念
に
対
し
て
開
放
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
決
議
し
た
）
38
（

。
そ
の
「
新
し
い
理
念
」
が
「
神
の
宣
教
」
論
を
示
す
。
N
C
C
K

の
総
務
（
金
観
錫
）
の
影
響
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
方
向
は
「
神
の
宣
教
」
に
集
約
さ
れ
る
に
至
る
）
39
（

。
韓
国
基

督
教
長
老
会
は
次
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
い
て
宣
教
理
念
を
見
出
し
て
い
る
。

第
一
に
神
の
宣
教
で
は
宣
教
の
主
体
が
神
ご
自
身
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宣
教
は
人
間
の
行
動
、
活
動
で
人
間
が
主
導
す
る
の

で
は
な
く
、
三
位
一
体
の
神
の
活
動
で
あ
る
。
活
動
す
る
神
は
宣
教
す
る
神
で
あ
る
。
第
二
に
神
の
宣
教
の
現
場
は
こ
の
世
界

で
あ
る
。
彼
岸
の
世
界
、
死
後
に
来
る
世
界
で
は
な
く
、
我
々
が
住
ん
で
い
る
こ
の
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
全
世
界
的

で
あ
る
。
第
三
に
人
間
に
対
す
る
神
の
宣
教
の
目
的
は
人
間
化
で
あ
る
。
人
間
を
人
間
た
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
人

間
の
救
い
で
あ
り
解
放
で
あ
る
）
40
（

。

つ
ま
り
「
神
の
宣
教
」
論
は
、
宣
教
の
主
体
が
神
ご
自
身
で
あ
り
、
宣
教
の
現
場
が
こ
の
世
界
つ
ま
り
韓
国
で
あ
り
、
宣
教
の
目
的
が
抑
圧

さ
れ
た
人
間
の
人
間
化
で
あ
る
、
と
要
約
で
き
る
。

②
「
神
の
宣
教
」
の
用
例

韓
国
基
督
教
長
老
会
が
出
し
た
「
社
会
宣
言
指
針
」（
一
九
七
一
年
九
月
）
と
「
韓
国
基
督
教
長
老
会
声
明
」（
一
九
七
三
年
九
月
）、「
韓

国
基
督
教
長
老
会
声
明
」（
一
九
七
三
年
九
月
）
に
お
い
て
、「
神
の
宣
教
」（
ミ
シ
オ
・
デ
イ
）
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
を
考
察
し
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て
み
よ
う
。

第
一
に
「
社
会
宣
言
指
針
」
に
は
「
神
の
宣
教
」
と
い
う
言
葉
が
五
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
神
の
宣
教
の
た
め
に
存
在
す
る
韓
国
基
督

教
長
老
会
）
41
（

」
と
い
う
表
現
は
、
そ
の
教
団
の
存
在
理
由
を
表
し
て
い
る
。「
社
会
宣
言
指
針
」
の
時
代
区
分
に
よ
れ
ば
、
七
〇
―
八
〇
年
代

が
「
神
の
宣
教
に
こ
た
え
る
）
42
（

」
準
備
の
時
代
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
が
「
新
し
い
人
類
共
同
体
を
め
ざ
し
て
神
の
宣
教
に
参
与
す
る
）
43
（

」
時

代
と
区
分
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
者
を
し
て
「
神
の
宣
教
と
社
会
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
根
本
原
因
）
44
（

」
を
把
握
す
る
義
務
が
あ
る
と
指

摘
し
、
教
会
が
「
創
造
主
に
し
て
審
判
者
で
あ
り
、
救
贖
者
で
あ
り
た
も
う
神
の
意
志
と
、
神
の
宣
教
に
参
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

神
に
栄
光
を
帰
す
る
）
45
（

」
と
言
う
。「
社
会
宣
言
指
針
」
は
神
の
宣
教
論
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
「
韓
国
キ
リ
ス
ト
者
の
神
学
的
声
明
」
に
お
い
て
は
「
神
の
宣
教
」
と
い
う
意
味
が
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。「
キ
リ
ス

ト
は
制
度
的
教
会
に
来
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
世
界
、
こ
の
歴
史
の
真
ん
中
に
来
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
神
の
救
い
の
歴
史
が
人
間
の
す
べ

て
の
こ
と
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
神
の
宣
教

0

0

0

0

と
呼
び
、
こ
の
仕
事
に
参
与
す
る
こ
と
が
宣
教
の
使
命
だ

と
分
か
っ
て
い
る
）
46
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
三
に
「
韓
国
基
督
教
長
老
会
声
明
」
に
お
い
て
は
、
上
記
の
「
社
会
宣
言
指
針
」
の
実
践
範
囲
が
広
げ
ら
れ
、
他
の
教
団
と
「
キ
リ
ス

ト
の
愛
の
中
で
互
い
に
兄
弟
的
親
交
を
厚
く
し
、
神
の
宣
教
活
動
に
常
に
共
同
前
線
を
形
成
、
推
進
す
る
こ
と
を
希
求
す
る
）
47
（

」
と
言
う
。

③
「
神
の
宣
教
」
と
教
会
の
「
社
会
参
与
」

『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
韓
国
基
督
教
長
老
会
は
一
九
七
〇
年
代
初
期
か
ら
「
現
実
参
与
の
先
頭
」
に
立
っ
て
、「『
神

の
宣
教
』
概
念
に
従
う
社
会
的
関
心
と
活
動
」
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
）
48
（

。
そ
の
社
会
参
与
の
具
体
的
指
針
が
「
社
会
宣
言
指
針
」（
一
九
七
一

年
）
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
教
会
に
お
け
る
社
会
参
与
に
対
す
る
関
心
は
、
日
本
の
『
福
音
と
世
界
』
所
収
の
二
編
の
論
文
に
お
い
て

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
韓
国
神
学
大
学
（
現
・
ハ
ン
シ
ン
大
学
）
元
教
授
・
鄭
賀
恩
の
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
参
与
論
の
背
景
」
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（
一
九
七
二
年
六
月
号
）
と
い
う
論
文
で
あ
り
）
49
（

、
も
う
一
つ
が
「
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
参
与
」（
一
九
七
一
年
一
一
月
号
）
と
題
す
る
池

明
観
の
論
文
で
あ
る
）
50
（

。
前
者
が
韓
国
基
督
教
長
老
会
に
お
け
る
社
会
参
与
論
で
あ
っ
た
反
面
、
後
者
は
韓
国
教
会
史
に
お
け
る
教
会
の
社
会

参
与
の
来
歴
で
あ
る
。
池
明
観
は
「
今
日
、
…
…
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
参
与
が
大
き
く
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
方
向
に
教
会
の
関

心
を
集
中
さ
せ
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
新
し
い
宣
教
の
意
味
が
教
会
内
で
正
し
く
受
け
止
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
）
51
（

」
と

言
っ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
「
新
し
い
宣
教
」
と
は
「
神
の
宣
教
」
論
で
あ
り
、
池
明
観
は
教
会
の
社
会
参
与
の
成
功
は
「
神
の
宣
教
」
論

の
受
容
の
可
否
と
関
わ
っ
て
い
る
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

④
「
神
の
宣
教
」
論
と
「
民
衆
神
学
」
と
の
関
係

一
九
七
五
年
に
延
世
大
学
校
・
徐
南
同
教
授
の
「
民
衆
の
神
学
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
で
初
め
て
、
韓
国
で
「
民
衆
神
学
」
と
い
う

用
語
が
現
れ
た
）
52
（

。
そ
れ
が
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
複
数
の
神
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
る
）
53
（

。
こ
こ
で
は
民
衆
神
学
に
核
心
的

役
割
を
果
た
し
た
徐
南
同
の
前
述
の
論
文
を
中
心
に
「
神
の
宣
教
」
が
ど
の
よ
う
に
「
民
衆
神
学
」
に
展
開
し
た
の
か
、
批
判
的
に
考
察
し

よ
う
）
54
（

。
第
一
は
民
衆
神
学
の
主
題
で
あ
る
。
徐
南
同
に
よ
れ
ば
民
衆
神
学
の
主
題
は
イ
エ
ス
で
は
な
く
、「
民
衆
」
で
あ
る
）
55
（

。
神
学
と
名
前
が
つ

く
以
上
、
神
に
つ
い
て
の
学
で
あ
る
。
し
か
し
徐
南
同
に
よ
れ
ば
神
学
の
対
象
は
イ
エ
ス
で
は
な
く
、
民
衆
な
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
民

衆
神
学
で
は
、
イ
エ
ス
は
、
民
衆
を
理
解
す
る
の
に
必
要
な
道
具
で
し
か
な
く
な
る
。

第
二
は
民
衆
神
学
と
「
神
の
宣
教
」
論
と
の
関
係
で
あ
る
。
徐
南
同
に
よ
れ
ば
「
神
の
宣
教
」
論
は
伝
統
的
神
学
と
対
立
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。「
伝
統
的
な
神
学
の
理
解
で
は
、
西
欧
か
ら
移
植
さ
れ
て
来
た
教
会
は
、
罪
と
悔
改
め
を
強
要
し
、
自
ら
を
贖
罪
の
媒
体
と
し
て

任
じ
て
い
る
」
の
に
対
し
て
、
こ
の
地
で
「『
神
の
宣
教
』
に
従
事
し
て
い
る
働
き
人
た
ち
は
、﹇
罪
で
は
な
く
﹈
民
衆
の
恨
み
を
解
き
晴
ら

す
任
務
が
あ
る
」
と
彼
は
言
う
の
で
あ
る
）
56
（

。
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徐
南
同
は
神
の
宣
教
論
と
民
衆
神
学
が
韓
国
の
民
主
化
運
動
に
お
い
て
合
流
し
て
い
る
と
見
て
い
る
。「
二
つ
の
物
語
の
合
流
」
と
い
う

論
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
、﹇
民
衆
神
学
は
﹈
人
権
と
民
衆
の
た
め
の
闘
争
と
し
て
展
開
さ
れ
る
、
韓

国
教
会
の
『
神
の
宣
教
』
の
活
動
に
お
い
て
）
57
（

」
合
流
し
て
い
る
と
言
う
。
そ
の
合
流
過
程
の
中
に
韓
国
教
会
が
置
か
れ
て
い
る
と
見
て
い

る
。
つ
ま
り
彼
は
「
こ
こ
に
韓
国
教
会
は
、
韓
国
民
族
の
歴
史
意
識
の
根
幹
に
立
っ
て
、
抑
圧
さ
れ
た
民
衆
の
渇
望
を
訴
え
る
神
の
宣
教

0

0

0

0

に

招
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
合
流
過
程
は
ど
の
よ
う
に
拡
が
っ
て
行
く
の
か
。
こ
れ
ら
は
、
今
日
を
生
き
る
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
者
の

歴
史
的
召
命
で
あ
ろ
う
）
58
（

」
と
言
う
。
し
か
し
、
神
の
宣
教
を
「
人
権
と
民
衆
の
た
め
の
闘
争
」
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
の
か
。

第
三
は
、
民
衆
神
学
が
世
界
に
知
ら
れ
る
に
つ
れ
て
韓
国
教
会
に
対
す
る
誤
解
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は

す
べ
て
の
韓
国
教
会
が
民
衆
神
学
に
追
従
し
た
よ
う
な
誤
解
で
あ
る
。
延
世
大
学
校
の
元
教
授
で
、
教
会
史
家
・
閔
庚
培
の
次
の
よ
う
な
指

摘
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

民
衆
神
学
は
大
体﹇
韓
国
﹈基
督
教
長
老
会
と
N
C
C
系
の
神
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。
朱
在
鏞（
一
九
三
三

〜
）
教
授
は
、
金
在
俊
神
学
の
延
長
線
上
に
民
衆
神
学
が
位
置
付
け
ら
れ
る
と
見
て
い
る
。
…
…
こ
の
神
学
は
N
C
C
の
よ

う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
た
機
関
を
媒
介
に
し
て
お
り
、
世
界
へ
の
情
報
伝
達
が
広
く
て
早
か
っ
た
の
で
、
韓
国
教
会
が
す

べ
て
民
衆
神
学
に
傾
い
て
い
た
印
象
を
与
え
て
い
た
。
し
か
し
大
多
数
の
福
音
主
義
・
保
守
系
は
民
衆
神
学
に
関
心
が
な
か
っ

た
）
59
（

。

⑤
金
在
俊
牧
師
の
強
い
影
響

金
在
俊
は
「
政
治
的
で
社
会
的
参
与
を
擁
護
し
た
神
学
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
）
60
（

」
で
あ
り
、
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。

六
〇
年
代
後
半
に
彼
は
政
治
運
動
に
積
極
的
に
参
与
し
た
。
例
え
ば
六
九
年
に
彼
が
「
三
選
改
憲
反
対
汎
国
民
闘
争
委
員
会
」
の
委
員
長
を
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務
め
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
三
選
改
憲
」
と
は
、
六
九
年
朴
正
熙
政
権
が
政
権
延
長
の
た
め
に
行
っ
た
憲
法
改
正
で
そ
れ
ま
で

の
大
統
領
の
重
任
制
限
条
項
を
削
除
し
、
三
選
も
可
能
の
よ
う
に
す
る
憲
法
改
正
の
こ
と
で
あ
る
。
三
選
改
憲
を
反
対
す
る
目
的
で
発
足
し

た
の
が
「
三
選
改
憲
反
対
汎
国
民
闘
争
委
員
会
」
で
あ
る
。

ハ
ン
シ
ン
大
学
校
の
金
景
在
に
よ
れ
ば
、
当
時
有
力
な
牧
師
た
ち
は
政
治
に
関
与
し
な
い
か
、
政
権
に
癒
着
し
た
）
61
（

。
そ
の
よ
う
な
教
会
に

お
け
る
政
治
に
対
す
る
見
方
が
そ
の
よ
う
に
消
極
的
で
あ
っ
た
当
時
の
雰
囲
気
か
ら
見
る
と
、
金
在
俊
の
行
動
は
「
進
歩
」
的
で
あ
っ
た
。

彼
の
影
響
を
受
け
て
い
た
韓
国
基
督
教
長
老
会
は
社
会
参
与
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
教
派
神
学
校
・
ハ
ン
シ
ン
大
学
校
か
ら
「
民
衆
神

学
」
が
提
唱
さ
れ
、
そ
の
第
一
世
代
の
神
学
者
た
ち
の
殆
ど
は
金
在
俊
の
弟
子
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
）
62
（

。

（
2
）
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
か
ら
の
宣
言
の
特
徴

一
九
七
〇
年
代
前
半
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
か
ら
の
宣
言
文
は
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
に
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
『
韓

国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』
に
は
七
八
の
宣
言
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
宣
言
文
の
翻
訳
は
一
つ
し
か
収
録
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
民
主
化
闘
争
の
余
波
に
よ
っ
て
日
本
で
は
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
存
在
が
あ
ま
り
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
当
時
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
は
「
わ
が
総
会
は
…
…
民
族
福
音
化

0

0

0

0

0

に
邁
進
し
、
福
音
に
よ
り
こ
の
同
胞
の
未
来
の
た
め
の
精

神
的
使
命
を
果
た
す
」
と
宣
言
す
る
よ
う
に
、「
民
族
福
音
化
運
動
」
に
力
を
入
れ
て
い
て
）
63
（

、
割
合
と
し
て
韓
国
の
全
体
の
約
八
割
あ
ま
り

の
教
会
が
こ
の
路
線
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
）
64
（

。
こ
れ
ら
の
八
割
の
教
会
に
よ
る
民
主
化
の
た
め
の
政
府
と
の
「
闘
い
」
は
見
ら
れ
な
い
。

あ
っ
た
の
は
「
民
族
福
音
化
運
動
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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①
「
民
族
福
音
化
運
動
」

「
韓
国
教
会
宣
言
文
」
と
「
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
時
局
宣
言
文
」
に
お
い
て
は
「
神
の
宣
教
」、「
民
衆
神
学
」
と
い
う
言
葉
が
表
れ
て

い
な
い
。
あ
る
と
す
れ
ば
「
民
族
福
音
化
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
総
会
は
今
日
分
裂
し
た
教
会
を
再
び
統
合
し
他
の
教
会
と
連
合
し
て
、
…
…
民
族
福
音
化

0

0

0

0

0

に
邁
進
し
、
福
音
に
よ
り
こ
の

同
胞
の
未
来
の
た
め
の
精
神
的
使
命
を
果
た
す
こ
と
を
誓
う
）
65
（

。

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
が
特
に
「
民
族
福
音
化
」
に
力
を
入
れ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
長
老
会
神
学
大
学
校
・
李
亨
基
元
教
授

が
言
う
よ
う
に
、「
一
八
八
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
韓
国
に
入
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
が
ア
メ
リ
カ
の
第
一
次
、
第
二
次
リ
バ
イ
バ
ル
運
動
の

伝
統
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
正
統
主
義
の
伝
統
を
継
承
し
て
、﹇
こ
の
時
代
に
は
﹈
…
…
リ
バ
イ
バ
ル
集
会
、
大
規
模
の
伝
道
集
会
（
例
え
ば
、

一
九
七
〇
年
代
の
ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
伝
道
集
会
な
ど
）
が
盛
ん
で
あ
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
）
66
（

。

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
は
神
の
宣
教
論
を
全
く
無
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
教
派
神
学
校
で
あ
る
長
老

会
神
学
大
学
が
一
九
八
五
年
に
出
し
て
い
る
声
明
で
は
「
神
の
宣
教
」
論
や
民
衆
神
学
の
声
に
も
耳
を
傾
け
る
と
い
う
内
容
が
見
ら
れ
る
。

「
神
学
声
明
」（
一
九
八
五
年
九
月
一
〇
日
）
は
言
う
。「（
前
略
）
民
衆
神
学
…
…
な
ど
が
歴
史
と
社
会
の
罪
悪
と
矛
盾
か
ら
始
ま
り
、
政

治
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
問
題
の
挑
戦
に
応
答
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
状
況
と
実
践
か
ら
出
発
す
る
神
学
の
良
心
的
な
声
に

耳
を
傾
け
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
参
与
が
よ
り
具
体
的
で
現
実
的
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
67
（

」
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
九
七
〇
―
八
〇
年

代
、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
は
李
亨
基
の
言
う
よ
う
に
「
社
会
的
責
任
とM

issio D
ei

の
立
場
」
を
宣
教
に
反
映
し
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
の
で
あ
る
）
68
（

。
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②
共
産
主
義
と
の
戦
い

「
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
時
局
宣
言
文
」
は
僅
か
三
頁
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
共
産
主
義
」
と
い
う
言
葉
は
六
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
宣
言
文
は
韓
国
教
会
が
過
去
か
ら
歴
史
に
参
与
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
、
未
来
の
た
め
に
使
命
感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
分
断
の
現
実
に
お
い
て
北
の
共
産
主
義
が
威
嚇
的
存
在
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

「
わ
が
国
は
、
国
土
が
両
断
さ
れ
、
共
産
主
義
者
の
た
え
ざ
る
侵
略
行
為
に
よ
り
、
民
族
の
悲
劇
は
さ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
）
69
（

」
と

述
べ
ら
れ
る
ほ
ど
反
共
思
想
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
共
産
主
義
者
の
脅
威
を
一
掃
し
、
ま
た
自
主
独
立
国
家
と
し
て
の
繁
栄
を
達
成
す
る

た
め
に
、「
共
産
主
義
を
凌
駕
す
る
体
制
の
確
立
）
70
（

」
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
、
民
衆
の
神
学
の
よ
う
な
反
体

制
思
想
は
生
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
閔
庚
培
に
よ
れ
ば
、
同
じ
時
期
に
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
・
セ
ム
ナ
ン
教
会
の
姜
信
明
牧
師
が
「
今
や

教
会
は
反
共
の
た
め
に
行
動
路
線
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
の
声
明
を
発
表
し
て
い
る
）
71
（

。
こ
れ
ら
は
当
時
の
「
保
守
側
」
が

と
っ
た
行
動
は
反
政
府
で
は
な
く
、
ま
た
民
主
化
闘
争
で
も
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
あ
っ
た
の
は
共
産
主
義
に
対
抗
す

る
も
の
と
し
て
の
民
主
主
義
を
「
守
護
）
72
（

」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

③
韓
景
職
の
影
響

七
〇
年
代
に
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
指
導
者
は
韓
景
職
牧
師
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
興
味
深
い
の
は
韓
景
職
の
思
想
が
前
述
の
宣
言
文
に

表
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
民
族
福
音
化
運
動
」
と
「
反
共
思
想
」
で
あ
る
。

民
族
福
音
化
と
は
「
五
千
万
民
族
を
福
音
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
教
派
を
超
え
て
学
生
は
学
生
に
、
青
年
は
青
年
に
、
…
…
福
音
を
伝
え

る
こ
と
）
73
（

」
と
定
義
で
き
る
。
そ
れ
は
六
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
で
あ
る
が
、
そ
の
初
期
企
画
か
ら
展
開
過
程
ま
で
主
導
的
役
割
を
果
た
し

た
の
が
韓
景
職
で
あ
る
。『
韓
景
職
の
基
督
教
的
建
国
論
と
福
音
化
運
動
』（
二
〇
〇
六
年
）
と
い
う
博
士
論
文
を
書
い
た
李
恵
貞
は
、
韓
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景
職
が
「
す
べ
て
の
社
会
混
乱
の
要
素
を
共
産
主
義
の
侵
入
と
解
釈
し
、
軍
事
政
権
の
矛
盾
に
も
か
か
わ
ら
ず
社
会
不
安
を
沈
め
る
た
め
に

消
極
的
な
政
治
参
与
の
態
度
と
一
貫
し
た
。
…
…
政
治
参
与
お
よ
び
他
の
社
会
参
与
は
伝
道
運
動
に
還
元
さ
れ
た
）
74
（

」
と
言
う
。
韓
景
職
が
反

政
府
運
動
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
政
府
の
要
職
、
軍
人
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
て
民
族
福

音
化
運
動
を
展
開
し
た
か
ら
で
あ
る
。
代
表
的
な
例
が
七
三
年
五
月
に
開
か
れ
た
「
ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
韓
国
伝
道
大
会
」
で
、
彼
が
そ
の

大
会
の
委
員
長
を
務
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
民
族
福
音
化
運
動
に
よ
っ
て
韓
国
の
教
会
が
量
的
に
成
長
し
た
。
そ
れ
は
対
象
に
よ
っ
て

「
軍
﹇
人
﹈
宣
教
」、「
職
場
宣
教
」、「
農
漁
村
宣
教
」、「
学
院
宣
教
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
も
っ
と
も
成
果
が
あ
っ
た
の
が
軍
人
を
対
象

と
し
た
宣
教
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
か
ら
七
四
年
ま
で
に
、
一
九
七
〇
年
に
一
一
万
人
で
あ
っ
た
軍
隊
内
の
信
徒
の
数
が
、
一
九
七
四
年
に

三
四
万
人
に
急
成
長
し
た
の
で
あ
る
）
75
（

。
軍
人
や
警
察
へ
の
宣
教
は
政
府
か
ら
の
協
力
と
支
援
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
協
力
を
得
る

た
め
に
、
彼
は
教
会
が
集
団
的
な
政
治
勢
力
と
し
て
反
政
府
活
動
を
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
）
76
（

。

結
び

一
九
七
〇
年
代
の
韓
国
の
長
老
派
教
会
に
は
神
学
的
営
み
に
よ
る
二
つ
の
特
徴
が
現
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
特
徴
と
は
教
会
が
ど
の
よ

う
に
政
治
・
社
会
に
参
加
す
る
か
と
い
う
、
教
会
に
お
け
る
「
社
会
参
与
」
に
関
す
る
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
一
つ
は
「
民
主
化
運

動
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
民
族
福
音
化
運
動
」
で
あ
る
。
前
者
は
金
在
俊
の
影
響
を
受
け
た
韓
国
基
督
教
長
老
会
の
社
会
参
与
の
形
態

で
あ
り
、
後
者
は
韓
景
職
の
影
響
を
受
け
た
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
そ
れ
で
あ
る
。

韓
国
基
督
教
長
老
会
は
一
九
六
九
年
に
韓
国
で
初
め
て
議
論
さ
れ
た
「
神
の
宣
教
」（M

issio D
ei

）
を
受
容
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
政

治
や
社
会
に
参
与
（
参
加
）
す
る
神
学
的
基
盤
を
形
成
し
た
。
そ
の
基
盤
の
上
で
、
韓
国
基
督
教
長
老
会
は
人
権
運
動
・
民
主
化
運
動
を
主
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導
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
）
77
（

。

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
し
た
「
民
族
福
音
化
運
動
」
は
ビ
リ
・
グ
ラ
ハ
ム
伝
道
集
会
の
よ
う
に
リ
バ
イ
バ
ル
集
会

が
全
国
的
規
模
で
開
か
れ
た
）
78
（

。
民
族
福
音
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
軍
人
、
警
察
、
学
生
な
ど
を
対
象
と
す
る
伝
道
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で

軍
人
を
対
象
と
し
た
宣
教
で
は
数
万
人
の
受
洗
者
を
出
す
な
ど
、
そ
れ
は
韓
国
教
会
の
量
的
成
長
を
も
た
ら
し
た
。

日
本
で
は
、
当
時
「
民
衆
神
学
」
は
韓
国
の
代
表
的
な
神
学
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
、
ま
た
韓
国
の
全
体
の
教
会
が
民
主
化
闘
争
に
参
加
し

て
い
る
よ
う
な
認
識
が
広
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
当
時
「
神
の
宣
教
」（
神
学
）
に
呼
応
し
て
い
た
の
が
キ
リ

ス
ト
教
会
全
体
の
約
二
割
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
民
主
化
闘
争
の
形
態
で
社
会
に
参
与
し
た
の
で
は
な
く
、
民
族
福
音
化
の
形
態

で
社
会
に
参
与
し
た
大
勢
の
教
会
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
両
方
の
教
会
の
宣
教
に
よ
っ
て
現
在
の
韓
国
教
会
が
存
在
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
韓
教
会
交
流
に
お
け
る
日
本
の
教
会
は
そ
の
よ
う
な
韓
国
教
会
の
あ
り
方
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
進
め

て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
注

（
1
） 

詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
に
あ
る
。「
日
韓
教
会
交
流
史
研
究
――
日
韓
併
合
一
〇
〇
年
を
経
た
将
来
へ
向
け
た
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
の
協
力
基
盤

の
形
成
に
向
け
て
」、『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所N

E
W

SLE
T

T
E

R

』
一
九
巻
五
号
、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
、
四
〇
頁
。

（
2
） 

拙
稿
「
戦
後
の
韓
国
長
老
派
教
会
と
日
本
基
督
教
団
の
交
流
の
事
情
」、『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
五
一
号
、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究

所
、
二
〇
一
二
年
。
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（
3
） 

韓
国
問
題
キ
リ
ス
ト
者
緊
急
会
議
編
『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』
新
教
出
版
社
、
一
九
七
六
年
。

（
4
） 
蔡
ス
イ
ル
「
一
九
七
〇
年
代
進
歩
教
会
社
会
参
与
の
神
学
的
基
盤
」、『
韓
国
基
督
教
と
歴
史
』（
第
一
八
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
韓
国
基
督
教
歴

史
研
究
所
、
九
―
三
二
頁
﹇
채
수
일
「
一
九
七
〇
년
대
진
보
교
회
사
회
참
여
의
신
학
적
기
반
」、『
한
국
기
독
교
와
역
사
』
한
국
기
독
교
역
사
연

구
소
﹈。

（
5
） 

柳
デ
ヨ
ン
「
一
九
八
〇
年
代
以
後
保
守
教
会
社
会
参
与
の
神
学
的
基
盤
」、
韓
国
基
督
教
歴
史
学
会
編
『
韓
国
基
督
教
と
歴
史
』（
第
一
八
号
、

二
〇
〇
三
年
）
韓
国
基
督
教
歴
史
研
究
所
、
三
七
―
七
二
頁
﹇
류
대
영
「
一
九
八
〇
년
대
이
후
보
수
교
회
사
회
참
여
의
신
학
적
기
반
」、
한
국
기

독
교
역
사
학
회
편
『
한
국
기
독
교
와
역
사
』
한
국
기
독
교
역
사
연
구
소
﹈。

（
6
） 

李
サ
ン
ギ
ュ
「
韓
国
教
会
の
民
主
化
運
動
と
統
一
運
動
」、
韓
国
基
督
教
歴
史
学
会
編
『
韓
国
基
督
教
と
歴
史
』（
第
四
号
、
一
九
九
五
年
）、
韓

国
基
督
教
歴
史
研
究
所
、
六
五
―
九
八
頁
﹇
이
상
규
「
한
국
교
회
의
민
주
화
운
동
과
통
일
운
동
」、
한
국
기
독
교
역
사
학
회
편
『
한
국
기
독
교
와

역
사
』
한
국
기
독
교
역
사
연
구
소
﹈。

（
7
） 

韓
国
基
督
教
長
老
会
歴
史
編
纂
委
員
会
『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』
韓
国
基
督
教
長
老
会
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
四
四
九
頁
﹇
한
국
기
독

교
장
로
회
역
사
편
찬
위
원
회
「
한
국
기
독
교
一
〇
〇
년
사
」
한
국
기
독
교
장
로
회
출
판
사
﹈。

（
８
） 

こ
れ
は
韓
国
基
督
教
長
老
会
第
五
六
回
総
会
会
議
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
基
督
教
長
老
会
『
韓
国
基
督
教
長
老
会
五
六
回
総
会
会
議
録
』、

一
九
七
一
年
、
四
三
―
四
五
。
こ
れ
は
以
下
の
書
で
日
本
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
訳
を
用
い
て
い
る
。
韓
国
基
督
教
長
老
会
総

会
教
会
と
社
会
委
員
会
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
参
与
論
」、『
福
音
と
世
界
』、（
一
九
七
二
年
六
月
号
）、
新
教
出
版
社
、
三
六
―
三
九
頁
。

（
9
） 『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
四
五
七
頁
。

（
10
） 『
福
音
と
世
界
』、（
一
九
七
二
年
六
月
号
）、
三
六
頁
。
訳
文
で
は
「
予
言
者
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
預
言
者
」
が
正
し
い
。

（
11
） 

同
上
書
、
三
七
頁
。

（
12
） 

同
上
書
、
三
八
頁
。

（
13
） 

同
上
書
。
傍
点
は
筆
者
。

（
14
） 

同
上
書
。「
予
言
者
」
を
「
預
言
者
」
と
直
し
た
。

（
15
） 『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
八
三
四
―
八
三
五
頁
。

（
16
） 

同
上
書
、
八
三
四
頁
。
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（
17
） 

同
上
書
、
八
三
四
―
八
三
五
頁
。

（
18
） 
こ
の
箇
所
が
日
本
語
の
『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』
に
は
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
六
一
四
―
六
一
五
頁
。

（
19
） 
以
下
は
韓
国
基
督
教
長
老
会
と
関
連
が
あ
る
。
姜
元
龍
（
강
원
룡
）、
金
寛
鍚
（
김
관
석
）、
金
正
俊
（
김
정
준
）、
文
東
煥
（
문
동
환
）、
文
益

煥
（
문
익
환
）、
朴
根
源
（
박
근
원
）、
徐
南
東
（
서
남
동
）、
安
炳
茂
（
안
병
무
）、
殷
ジ
ュ
ン
カ
ン
（
은
준
관
）、
李
ヨ
ン
ミ
ン
（
이
영
민
）、

全
キ
ョ
ン
ヨ
ン
（
전
경
연
）、
趙
ヒ
ャ
ン
ロ
ク
（
조
향
록
）、
朱
ジ
ェ
ヨ
ン
（
주
재
용
）。

（
20
） 

こ
れ
は
「
韓
国
基
督
教
界
の
進
歩
的
勢
力
」
か
ら
の
も
の
見
て
よ
い
（『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
五
六
一
頁
）。
以
下
は
大
韓
イ
エ
ス
教
長

老
会
と
関
連
あ
る
長
老
会
神
学
大
学
の
教
授
ら
で
あ
る
。
高
ヨ
ン
ス
（
고
용
수
）、
孟
ヨ
ン
ギ
ル
（
맹
용
길
）、
李
ヨ
ン
ホ
ン
（
이
영
헌
）、
朱
ソ

ン
エ
（
주
선
애
）。

（
21
） 『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』
に
は
韓
国
語
の
前
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
六
一
三
―
六
一
六
頁
。
し
か
し
韓

国
語
の
冒
頭
の
部
分
が
『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』
に
は
訳
さ
れ
て
い
な
い
。『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』、
一
八
七
頁
。
以
下
の
書
も
そ

う
で
あ
っ
た
。cf. “T

heological Statem
ent of K

orean C
hristians, ” W

i Jo K
ang, C

hrist ad C
aesar in M

odern K
orea: A

 H
istory of 

C
hristianity and Politics, State U

niversity of N
ew

 York Press, 1997, 167

―9.

（
22
） 『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
六
一
三
頁
。
傍
点
は
筆
者
。

（
23
） 

同
上
書
。

（
24
） 

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
歴
史
委
員
会
編
『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
教
会
史
（
下
）』
韓
国
長
老
教
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
一
六
頁
﹇
대
한

예
수
교
장
로
회
총
회
역
사
위
원
회
편
「
대
한
예
수
교
장
로
교
회
사
（
하
）」
한
국
장
로
교
출
판
사
﹈。

（
25
） 

同
上
書
、
二
一
六
頁
。

（
26
） 

同
上
。

（
27
） 

同
上
書
、
二
一
六
―
二
一
七
頁
。

（
28
） 

同
上
書
、
二
一
七
頁
。

（
29
） 

同
上
書
、
二
一
六
―
二
一
七
頁
。

（
30
） 『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』、
一
七
九
―
一
八
一
頁
。

（
31
） 

同
上
書
、
一
八
〇
頁
。

ky5223_70年韓国教会cB偶.indd   160 12.8.17   5:08:47 PM



161 1970年代韓国教会の社会参与に関する神学の考察

（
32
） 

同
上
。

（
33
） 
同
上
書
、
一
八
一
頁
。

（
34
） C

f. http://w
w

w
.oikoum

ene.org/en/w
ho-are-w

e/organization-structure/consultative-bodies/w
orld-m

ission-and-evangelism
/

history.htm
l

（2011.12.1

）.  

安
ス
ン
オ
「
再
び
考
え
て
見
る
神
の
宣
教
」、『
長
神
論
壇
』（
二
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
長
老
会
神
学
大
学
校
、

三
三
七
頁
。

（
35
） 

荒
木
忠
義
・
西
谷
幸
介
「
カ
ー
ル
・
ハ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（ 

一
八
九
四
―
一
九
五
二
）
に
お
け
る
伝
道
論
と
救
済
史
」、『
聖
学
院
論
叢
』
第

四
巻
第
二
号
、
聖
学
院
大
学
、
一
九
九
一
年
、
一
三
七
頁
。
西
谷
は
ミ
シ
オ
・
デ
イ
を
「
神
が
主
体
と
な
っ
て
の
伝
道
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
36
） D

avid J. B
osch, T

ransform
ing M

ission: Paradigm
 Shifts in T

heology of M
ission, O

rbis B
ooks, 2005, 390.

（
37
） Ibid.

（
38
） 

韓
国
基
督
教
教
会
協
議
会
人
権
委
員
会
編
『
一
九
七
〇
年
代
民
主
化
運
動
』
韓
国
基
督
教
教
会
協
議
会
、
一
九
八
七
年
、
五
二
頁
（
後
半
部
は

意
訳
し
た
）。

（
39
） 『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
五
五
九
頁
。

（
40
） 

同
上
書
、
五
三
一
―
五
三
二
頁
、
五
六
〇
頁
。
cf. 

ボ
シ
ュ
は
、「
神
の
宣
教
」
と
い
う
理
念
が
神
の
本
性
（the very nature of G

od

）
か
ら
由

来
し
て
い
る
と
見
、
そ
れ
は
救
済
論
と
教
会
論
で
は
な
く
、
三
位
一
体
論
の
脈
絡
に
置
か
れ
て
い
る
と
見
て
い
る
。B

osch, op.cit.

（
41
） 『
福
音
と
世
界
』（
一
九
七
二
年
六
月
号
）、
三
六
頁
。

（
42
） 

同
上
。

（
43
） 

同
上
。

（
44
） 

同
上
書
、
三
七
頁
。

（
45
） 

同
上
書
、
三
八
頁
。

（
46
） 『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
六
一
三
頁
。
こ
の
部
分
は
『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』
に
は
な
い
。

（
47
） 『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』、
三
一
頁
。

（
48
） 『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
四
四
一
頁
。

（
49
） 

鄭
賀
恩
（
小
杉
尅
次
・
山
口
明
子
訳
）「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
参
与
論
の
背
景
」、『
福
音
と
世
界
』（
一
九
七
二
年
六
月
号
）、
四
〇
―
五
一
頁
。
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（
50
） 

池
明
観
「
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
参
与
」、『
福
音
と
世
界
』（
一
九
七
二
年
一
一
月
号
）、
新
教
出
版
社
、
八
四
―
九
三
頁
。

（
51
） 
同
上
書
、
八
五
頁
。

（
52
） 
徐
南
同
『
民
衆
神
学
の
探
求
』
金
忠
一
訳
、
新
教
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
三
八
―
四
七
頁
。

（
53
） 「
民
衆
神
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
神
学
の
主
体
と
な
っ
て
神
学
的
に
省
察
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
七
〇
年
代
後
半
で
あ
る
」。『
韓
国
基
督
教

一
〇
〇
年
史
』、
五
三
二
頁
。

（
54
） 

徐
南
同
は
六
〇
年
代
以
降
、
韓
国
神
学
思
想
史
で
象
徴
的
人
物
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
五
三
四
頁
。

（
55
） 

徐
南
同
、
前
掲
書
、
七
〇
頁
。

（
56
） 

同
上
書
、
五
七
頁
。

（
57
） 

同
上
。

（
58
） 

同
上
書
、
一
〇
七
頁
（
傍
点
は
筆
者
）。
cf. 

柳
東
植
『
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
』
東
京
大
学
出
版
部
、
一
九
八
七
年
、
一
六
八
頁
。

（
59
） 

閔
庚
培
『
韓
国
基
督
教
会
史
』
延
世
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
〇
八
年
、
六
〇
二
頁
﹇
민
경
배
「
한
국
기
독
교
회
사
」
연
세
대
학
교
출
판
부
﹈。

（
60
） 『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
五
一
五
頁
。

（
61
） 

金
景
在
『
垣
を
越
え
て
』
ユ
ト
ピ
ア
、
二
〇
〇
五
年
、
一
七
四
―
一
七
五
頁
﹇
김
경
재
「
울
타
리
를
넘
어
서
」
유
토
피
아
﹈。
金
景
在
は

一
九
七
〇
年
か
ら
韓
国
神
学
大
学
で
組
織
神
学
を
教
え
て
お
り
、
金
在
俊
記
念
事
業
化
の
理
事
、
民
衆
神
学
学
会
、
ハ
ン
シ
ン
神
学
研
究
所
所

長
で
あ
る
。

（
62
） 『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
五
三
三
頁
。

（
63
） 『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』、
一
八
一
頁
。
傍
点
は
筆
者
。

（
64
） 

鼎
談
「『
一
九
七
三
年
韓
国
キ
リ
ス
ト
者
宣
言
』
の
作
成
経
緯
」、
韓
国
基
督
教
歴
史
学
会
編
『
韓
国
基
督
教
と
歴
史
』（
第
九
号
、
一
九
九
八

年
）、
韓
国
基
督
教
歴
史
研
究
所
、
三
五
〇
頁
﹇「
一
九
七
三
년
한
국
그
리
스
도
인
선
언
의
작
성
경
위
」
한
국
기
독
교
역
사
학
회
편
「
한
국
기
독

교
와
역
사
」
한
국
기
독
교
역
사
연
구
소
﹈。

（
65
） 『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』、
一
八
一
頁
。
傍
点
は
筆
者
。

（
66
） 

李
亨
基
、
前
掲
書
、
二
〇
一
頁
。

（
67
） 

長
老
会
神
学
大
学
校
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
『
長
老
会
神
学
大
学
校
一
〇
〇
年
史
』
長
老
会
神
学
大
学
校
、
二
〇
〇
二
年
、
四
八
五
頁
﹇
장
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로
회
신
학
대
학
교
一
〇
〇
년
사
편
찬
위
원
회
「
장
로
회
신
학
대
학
교
一
〇
〇
년
사
」
장
로
회
신
학
대
학
교
﹈。
全
部
七
つ
の
神
学
命
題
と
構
成
さ

れ
て
い
る
「
神
学
声
明
」
の
第
四
命
題
は
「
わ
れ
わ
れ
の
神
学
は
宣
教
的
機
能
と
歴
史
的
・
社
会
的
参
与
の
機
能
を
遂
行
す
る
」
と
い
う
題
で

あ
る
。

（
68
） 

李
亨
基
、
前
掲
書
。

（
69
） 『
韓
国
民
主
化
闘
争
資
料
集
』、
一
八
〇
頁
。

（
70
） 

同
上
。

（
71
） 

閔
庚
培
『
教
会
と
民
族
』
延
世
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
、
四
九
一
頁
﹇
민
경
배
「
교
회
와
민
족
」
연
세
대
학
교
출
판
부
﹈。

（
72
） 

同
上
。

（
73
） 『
長
老
会
神
学
大
学
校
一
〇
〇
年
史
』、
二
二
五
頁 

。

（
74
） 

李
恵
貞
、『
韓
景
職
の
基
督
教
的
建
国
論
と
福
音
化
運
動
』
韓
国
学
中
央
研
究
院
﹇
付
設
﹈
韓
国
学
大
学
院
博
士
論
文
、
二
〇
〇
六
年
、
八
一
頁

（
未
出
版
）﹇
이
혜
정
「
한
경
직
의
기
독
교
적
건
국
론
과
복
음
화
운
동
」
한
국
학
중
앙
연
구
원
한
국
학
대
학
원
박
사
학
위
논
문
﹈。

（
75
） 

同
上
書
、
一
一
八
頁
。

（
76
） 

同
上
書
、
五
五
頁
。

（
77
） 『
韓
国
基
督
教
一
〇
〇
年
史
』、
五
三
二
頁
。

（
78
） 

ビ
リ
・
グ
ラ
ハ
ム
伝
道
集
会
に
参
加
し
た
人
数
は
一
一
五
万
人
、
求
道
者
が
四
万
四
千
人
で
あ
っ
た
と
い
う
統
計
が
あ
る
。『
大
韓
イ
エ
ス
教
長

老
教
会
史
（
下
）』、
二
二
四
―
二
二
五
頁
。
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